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災害時の口腔保健に関する普及啓発 

 

被災時に増加するむし歯や歯周病をはじめとする歯科疾患や、誤嚥性肺炎等の全身疾患の予防のために次

のとおり口腔保健に関する普及啓発が必要です。必要な保健指導や啓発資料をライフステージ毎に紹介します。

次ページより紹介する啓発資料は、紹介しているウェブページなどからダウンロードして、避難所に掲示、お配り

するなどして、啓発資料として利用するなどの方法もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  目的 

公益社団法人日本歯科衛生士会. 災害歯科保健活動歯科衛生士実践マニュアル 2023 年度版一部改変  https://www.jdha.or.jp/  
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食事やおやつは決められた時間に、ダラダラ食べに気を付けましょう。 

食後は水かお茶を飲むか、ぶくぶくうがいをしましょう。 

食後にシュガーレスガムをよくかむことも効果的です。 

寝る前には、特に丁寧に磨きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １ 乳幼児～学齢期 

お菓子や菓子パンをとる 

機会が増え、むし歯や歯肉炎の 

リスクが高くなります! 

（子ども編） 

子どもでも汚れが残ると歯ぐきが 

腫れてしまいます。 

仕上げ磨きは小学校高学年まで 

行うのが理想的です。 

帯広保健所作成 
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北海道帯広保健所 

 

帯広保健所作成 


